
　

開
庁
時
間
の
延
長
を

問
　
窓
口
業
務
は
行
政
と
住
民
の

重
要
な
接
点
だ
。
言
葉
遣
い
等
の

対
応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
住
民

の
利
便
性
を
考
慮
し
開
庁
時
間
の

延
長
・
土
日
の
窓
口
業
務
、
ふ
じ

み
野
駅
に
出
張
所
を
設
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
旧
市
町
に
お
い
て
検
討
を
し

て
き
ま
し
た
。
住
民
の
利
便
性
は

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
費
用
対
効

果
の
側
面
か
ら
需
要
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
・
下
水
道
の
料
金

問
　
水
道
・
下
水
道
料
金
滞
納
が

問
題
に
な
っ
て
き
た
が
、
こ
の
三

カ
月
徴
収
に
努
力
し
て
き
た
結
果
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は
。

答
　
納
付
件
数
で
五
二
・
四
六
％
、

金
額
で
五
七
・
三
七
％
ま
で
改
善

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き

徴
収
を
行
な
い
ま
す
。

　

東
口
駅
前
の
整
備
と
自
転
車

問
　
上
福
岡
東
口
駅
前
整
備
の
た

め
に
、
駅
前
の
テ
ナ
ン
ト
移
転
の

対
応
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
東
武
ス
ト
ア
の
駐
輪

場
周
辺
に
自
転
車
整
理
員
が
い
な

い
と
、
放
置
自
転
車
で
い
っ
ぱ
い

に
な
る
。
自
転
車
整
理
員
の
配
置

時
間
の
延
長
を
。

答
　
駅
前
の
テ
ナ
ン
ト
の
移
転
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
。

放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て
は
、

十
八
年
度
に
自
転
車
整
理
員
の
配

置
延
長
を
す
る
よ
う
に
努
力
し
ま

す
。

　

公
共
料
金
支
払
い
に
電
算
　

問
　
他
の
公
共
料
金
は
コ
ン
ビ
ニ

で
払
え
る
の
に
、
市
に
納
め
る
税
・

料
金
だ
け
は
別
と
い
う
の
は
お
か

し
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
申
請
や
申
告
を
行
な
う
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
合
併
の
統
合
作
業
で
そ
れ

ら
が
可
能
な
電
算
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
今
後
は
。

答
　
必
要
性
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
を
優
先
し
つ
つ
、
導
入

を
検
討
し
ま
す
。

　

市
職
員
の
格
差
是
正

問
　
職
員
の
質
的
向
上
の
た
め
の

研
修
及
び
保
育
所
長
間
の
格
差
是

正
と
、
責
任
の
度
合
い
に
応
じ
て

の
役
職
を
。

答
　
ふ
じ
み
野
市
職
員
と
し
て
研

修
し
、
格
差
の
是
正
も
行
な
い
ま

す
。︿

市
内
循
環
バ
ス
﹀

　

市
内
循
環
バ
ス
の
運
行
時

　

間
の
改
善

問
　
ふ
じ
み
野
市
民
と
し
て
循
環

バ
ス
を
旧
上
福
岡
市
民
は
い
つ
利

用
で
き
る
の
か
。
旧
大
井
町
議
会

の
総
意
と
し
て
、
総
合
支
所
と
庁

舎
を
結
ぶ
循
環
バ
ス
を
要
望
し
て

い
た
。﹁
十
八
年
度
四
月
か
ら
再
編

検
討
﹂
で
は
い
つ
実
施
で
き
る
か

分
か
ら
な
い
。
旧
上
福
岡
市
で
は

十
年
も
前
か
ら
西
側
の
人
な
ど
か

ら
循
環
バ
ス
の
運
行
が
要
望
さ
れ

て
い
た
。
高
齢
化
が
進
み
、
駒
林
・

丸
山
・
南
台
の
高
齢
者
は
ど
こ
に

行
く
に
も
タ
ク
シ
ー
だ
。
循
環
バ

ス
は
一
般
乗
り
合
い
の
認
可
で
各

駅
に
も
と
ま
れ
る
は
ず
だ
。

　
ま
た
、
旧
大
井
町
で
は
、
市
役

所
と
総
合
支
所
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
。
む
さ
し
野
作
業
所

の
開
始
時
間
に
合
わ
せ
た
運
行
時

間
の
工
夫
。
夏
の
プ
ー
ル
使
用
時

期
に
利
用
し
や
す
い
運
行
時
間
の

工
夫
を
と
い
う
要
望
が
あ
る
。

答
　
全
体
的
な
見
直
し
を
平
成
十

八
年
四
月
以
降
に
行
な
う
の
で
、

そ
の
中
で
、
指
摘
さ
れ
た
点
も
含

め
て
検
討
し
ま
す
。

　

循
環
バ
ス
事
業
の
見
直
し

問
　
循
環
バ
ス
の
補
助
金
は
三
、

〇
〇
〇
万
円
、
現
状
の
利
用
者
数

で
算
出
す
る
と
、
一
人
一
回
の
費

用
は
一
、
三
〇
〇
円
と
な
る
。
交

通
弱
者
対
策
を
考
え
る
と
、
批
判

さ
れ
る
べ
き
金
額
と
は
思
え
な
い
。

し
か
し
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
考
え
る
の
が
、
今
の
行
政
に

問
わ
れ
る
課
題
で
あ
る
。
事
業
の

見
直
し
の
検
討
は
。

答
　
十
八
年
度
中
に
コ
ー
ス
だ
け

で
な
く
見
直
し
ま
す
。

し

す

い

問
　
千
葉
県
酒
々
井
町
を
視
察
し

た
。﹁
タ
ク
シ
ー
よ
り
安
く
、
バ
ス

よ
り
便
利
﹂
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ド

ア
ツ
ー
ド
ア
の
形
を
と
る
デ
マ
ン

ド
方
式
を
取
り
入
れ
、
住
民
の
足

と
な
っ
て
喜
ば
れ
て
い
る
。
見
直

し
に
は
こ
の
方
法
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答
　
バ
ス
導
入
時
に
検
討
し
ま
し

た
が
、
そ
の
時
は
導
入
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
度
は
検
討
し
て
み

ま
す
。

循環バス

便
利
で
身
近
な
ふ
じ
み
野
市
へ

行政
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発
言
項
目
一
覧
︵
発
言
順
︶

■
足
立
志
津
子

①
高
齢
者
訪
問
販
売
被
害
に
成
年
後
見
制
度

の
利
用
促
進
を
②
小
中
学
校
全
学
級
で
三
十

五
人
以
下
学
級
の
早
期
実
施
を

■
奥
野
裕
美

①
仮
称
第
七
小
の
建
設
問
題
②
保
育
料
は
値

上
げ
で
は
な
く
軽
減
を
③
「
学
童
保
育
」
と

「
児
童
館
」は
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か
し
て

■
小
坂
部
政
勝

①
ふ
じ
み
野
市
政
と
市
長
公
約
に
つ
い
て

②
旧
上
福
岡
市
と
大
井
町
の
計
画
調
整

③
水
道
、
下
水
道
料
金
の
滞
納
に
つ
い
て

■
新
井
光
男

①
医
療
費
補
助
を
小
学
校
卒
業
ま
で
②
障
害

者
自
立
支
援
法
に
独
自
策
③
西
台
の
公
共
下

水
道
継
続
④
み
ほ
の
地
域
の
国
土
調
査

■
島
田
修
司

①
子
ど
も
た
ち
を
ね
ら
っ
た
凶
悪
な
犯
罪
か

ら
ど
う
守
る
の
か
②
県
道
さ
い
た
ま
上
福
岡

所
沢
線
・
水
道
課
前
道
路
の
交
通
安
全
対
策

■
高
畑
　
博

①
桜
通
線
事
業
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

②
消
防
団
の
車
庫
建
て
替
え
に
つ
い
て

■
渡
辺
利
文

①
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
医
療
費
助
成
制
度

の
継
続
を
求
め
る

■
堀
口
修
一

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
設

置
②
窓
口
業
務
に
つ
い
て（
開
庁
時
間
の
延

長
・
土
日
開
庁
・
ふ
じ
み
野
駅
に
出
張
所
）

　

公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
　
　

問
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
︵
自
動
体
外
式
除
細

動
器
︶
が
、
昨
年
七
月
よ
り
講
習

を
受
け
れ
ば
だ
れ
で
も
使
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
心
臓
が
停
止
し
て

か
ら
一
分
遅
れ
る
ご
と
に
、
救
命

率
は
一
〇
％
ず
つ
下
が
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
人
が
多
く

集
ま
る
公
共
施
設
等
に
設
置
し
て

い
く
考
え
は
。

答
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
緊
急
時
に
人
の
命

を
救
う
こ
と
に
大
き
な
効
力
を
発

揮
す
る
こ
と
は
、
十
分
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
各
公
共
施
設
に

設
置
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

消
防
団
車
庫

問
　
旧
上
福
岡
市
平
成
十
七
年
度

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
た
、
現
ふ

じ
み
野
市
上
福
岡
消
防
団
第
一
分

団
車
庫
建
て
替
え
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
現
在
の
場
所
で
の
建
て
替
え

は
、
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今

年
度
中
に
用
地
を
選
定
し
、
建
て

替
え
に
つ
い
て
は
、
十
八
年
度
に

必
ず
実
施
し
ま
す
。

　

小
学
生
へ
の
不
審
者
対
策
　

問
　
小
学
校
の
生
徒
が
不
審
者
に

声
を
か
け
ら
れ
、
学
校
長
名
で
保

護
者
あ
て
に
注
意
文
書
が
配
布
さ

れ
た
。
行
政
と
し
て
も
防
犯
対
策

を
講
じ
る
べ
き
だ
。

答
　
学
校
区
ご
と
の
安
全
マ
ッ
プ

を
作
成
中
で
す
。
ま
た
、
安
全
の

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

　

通
学
路
や
高
齢
者
へ
の
安
全

問
　
関
越
高
速
道
路
東
側
側
道

︵
水
道
課
前
道
路
︶
が
通
学
路
と
交

差
し
大
変
危
険
。
進
入
口
に
公
安

委
員
会
の
進
入
禁
止
標
示
や
、
バ

リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
て
も
効
果
が

な
い
。
抜
本
的
な
改
善
を
。
県
道

さ
い
た
ま
上
福
岡
所
沢
線
で
ご
み

出
し
の
帰
り
に
高
齢
者
が
事
故
で

即
死
。
市
当
局
の
今
後
の
対
応
策

は
。

答
　
水
道
課
前
道
路
は
信
号
機
が

設
置
さ
れ
た
後
、
交
通
指
導
員
を

進
入
口
に
配
置
し
ま
す
。
県
道
に

つ
い
て
は
、
東
入
間
警
察
に
信
号

機
の
設
置
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

ご
み
集
積
場
の
変
更
も
今
後
検
討

し
ま
す
。

　

市
役
所
の
耐
震
診
断

問
　
現
在
の
ふ
じ
み
野
市
役
所

︵
本
庁
及
び
大
井
総
合
支
所
︶
の
地

震
等
に
対
す
る
耐
震
診
断
は
。

答
　
本
庁
舎
は
昭
和
四
十
七
年

に
、
大
井
総
合
支
所
は
昭
和
四
十

六
年
に
完
成
。
建
物
に
対
す
る
新

耐
震
基
準
が
、
昭
和
五
十
六
年
に

導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
庁
舎
は
手

つ
か
ず
の
状
態
で
、
新
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
の
耐
震
診
断
が
必

え
計
画
を
策
定
。
消
防
本
部
庁
舎

は
大
震
災
時
拠
点
な
の
で
、
建
て

替
え
を
検
討
し
ま
す
。

　

県
道
踏
切
の
拡
張
と
安
全
　

　

対
策

問
　
県
道
踏
切
の
拡
張
と
安
全
対

策
を
図
る
た
め
、
県
と
積
極
的
に

協
力
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全

指
導
員
の
配
置
を
す
べ
き
だ
。

答
　
拡
幅
の
代
替
地
の
取
得
に
つ

い
て
は
、
助
役
が
先
頭
に
立
っ
て

進
め
ま
す
。

　

自
衛
隊
大
井
通
信
所

問
　
自
衛
隊
大
井
通
信
所
の
施
設

が
増
強
さ
れ
、
情
報
基
地
と
し
て

戦
略
上
の
重
要
な
軍
事
施
設
と

な
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
長
年

要
で
す
。
今
後
、
防
災
体

制
の
強
化
に
計
画
的
に
取

り
組
み
、
両
庁
舎
の
補
強

対
策
を
検
討
し
ま
す
。

　

消
防
本
部

問
　
旧
二
市
二
町
で
運
営

を
し
て
い
る
消
防
本
部
の

本
署
の
老
朽
化
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
老
朽
化
が
著
し
く
、

倒
壊
の
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
消
防
組
合
は
建
て
替

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
安全

１月８日の消防団出初め式

一 般 質 問
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